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行動識別システム

病院、診療所などの医療現場、工場、作業場など
の作業現場

加速度センサなどからのセンサ信号に基づいて看護師が行う医療行為がラベル付
けされて蓄えられたデータベースから、その行為から外れた値を持つ行為を削除す
ると共に、データベースになかった付加的な医療行為をデータベースに追加して
データベースの信頼性を上げる。

本発明によれば、医療行為に関してラベル付けされて蓄えられたデータベースが更
新されるので、そのデータベースに基づく行動識別の信頼性を高めることができ
る。

看護師の身体の各所に装着されたセ
ンサ１２からのセンサ信号並びにビデ
オカメラ２４からの映像信号は時刻情
報と共に本発明システムの主要部を成
すＰＣ１０に出力され、ＰＣ１０において
は、行動識別エンジン１４はセンサ信号
から辞書ＤＢ１６ｃを用いて看護業務を
識別するが、その識別過程でセンサ信
号と辞書ＤＢ１６ｃとに大きく外れた外れ
値があった場合は、ビデオカメラ２４か
らの映像信号を参照しつつ会話的外れ
値削除アプリケーション１８によって辞
書ＤＢ１６ｃから外れ値に対応するデー
タを削除し、また識別過程で辞書ＤＢに
存在しない医療行為があった場合は、
会話的ラベル付加アプリケーション２２
によってその医療行為を辞書ＤＢ１６ｃ
に追加する。


